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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月13日(2012.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを顔料系の複数色の色材により画像を形成するための記録信号に変換する画
像処理装置であって、
　入力される画像データが表す色を算出する算出手段と、
　前記色材それぞれのブロンズ色を取得する取得手段と、
　前記画像データが表す色および前記色材それぞれのブロンズ色に基づき、前記画像デー
タが表す色を形成する際の前記色材の記録順を決定する決定手段とを有することを特徴と
する画像処理装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記画像データが表す色の色相角と前記色材それぞれのブロンズ色の
色相角を比較し、色相差が最小の色材を最後に記録する色材にすることを特徴とする請求
項1に記載された画像処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記画像データが表す色の色度値と前記色材それぞれのブロンズ色の
色度値を比較し、色差が最小の色材を最後に記録する色材にすることを特徴とする請求項
1に記載された画像処理装置。
【請求項４】
　さらに、前記複数色の色材のブロンズ色を記憶する記憶手段を有し、
　前記取得手段は、前記記憶手段から前記色材それぞれのブロンズ色を取得することを特
徴とする請求項1から請求項3の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項５】
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　さらに、画像の観察光を設定する設定手段を有し、
　前記決定手段は、前記記憶手段が記憶する、前記観察光に応じた前記色材それぞれのブ
ロンズ色を用いて前記記録順の決定を行うことを特徴とする請求項4に記載された画像処
理装置。
【請求項６】
　さらに、前記色材それぞれにより形成された画像のブロンズ色を測定し記憶する測定手
段を有し、
　前記取得手段は、前記測定手段から前記色材それぞれのブロンズ色を取得することを特
徴とする請求項1から請求項3の何れか一項に記載された画像処理装置。
【請求項７】
　前記測定手段は、前記画像の正反射光の分光強度からブロンズ色を測定することを特徴
とする請求項6に記載された画像処理装置。
【請求項８】
　さらに、ブロンズ色の発生を抑制するか、ブロンズ現象の発生を抑制するかを設定する
設定手段を有し、
　前記決定手段は、前記ブロンズ色の発生の抑制が設定された場合は前記画像データが表
す色の色相角と前記色材それぞれのブロンズ色の色相角の差、または、前記画像データが
表す色の色度値と前記色材それぞれのブロンズ色の色度値の差に基づき前記記録順の決定
を行い、前記ブロンズ現象の発生の抑制が設定された場合は前記複数色の色材のクロマ値
の相互比較に基づき前記記録順の決定を行うことを特徴とする請求項1に記載された画像
処理装置。
【請求項９】
　算出手段、取得手段、決定手段を有する画像処理装置が、画像データを顔料系の複数色
の色材により画像を形成するための記録信号に変換する画像処理方法であって、
　前記算出手段が、入力される画像データが表す色を算出し、
　前記取得手段が、前記色材それぞれのブロンズ色を取得し、
　前記決定手段が、前記画像データが表す色および前記色材それぞれのブロンズ色に基づ
き、前記画像データが表す色を形成する際の前記色材の記録順を決定することを特徴とす
る画像処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項1から請求項8の何れか一項に記載された画像処理装置の各手段と
して機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
本発明にかかる画像処理は、画像データを顔料系の複数色の色材により画像を形成するた
めの記録信号に変換する際に、入力される画像データが表す色を算出し、前記色材それぞ
れのブロンズ色を取得し、前記画像データが表す色および前記色材それぞれのブロンズ色
に基づき、前記画像データが表す色を形成する際の前記色材の記録順を決定することを特
徴とする。
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